
1.  損益計算書の読み方
１）PL、BSの違いは
２）5つの利益の意味は
３）どの利益が赤字かで経営課題が違う！その理由
４）ビジネスモデルとPLの関係性
５）PLが読めるということとは
<演習> 経営分析とリスク分析

2. 損益計算書による財務分析①
１）成長性分析 ～売上が増加していれば成長しているか～
２）収益性分析 ～利益率は高い方がいいのか～
３）固定費と利益率 ～改善努力せず利益率がよくなる～
４）損益分岐点と安全余裕率
<演習> いくら増えたら黒字になるのか

3. 損益計算書による財務分析②
１）固定費型と変動費型 ～リスクがあるのはどっちか～
２）財務リストラクチャリング ～財務リストラと黒字～
<コラム> 事例で考える経営者不正

■ 参考資料
業界別（16業種）「売上、売上総利益、営業利益率」

1. 貸借対照表を読む
１）「5つの箱」の意味
２）「純資産」が大きいことはいいことか
３）なぜ「資産=負債＋純資産」なのか

2. 貸借対照表の重要キーワード
１）のれん
２）減損 ～減損の判定方法～

3. 貸借対照表による財務分析①
１）流動比率200%でも倒産する理由
２）資本金が多ければ安全なのか
３）借り入れが多すぎるのか？の判定方法
【演習】債務償還年数

4. 貸借対照表による財務分析②
１）資産を効率的に使っているか
２）資金調達方法が違う2社。どちらが良い会社？
【演習】実践！財務分析

PROGRAM

経営支援センター セミナーのご案内（WEB開催）

日程 2022年 10月26日 (水)
第１講：10:00 ～ 13:00
第２講：14:00 ～ 17:00

料金 1日 25,000円（税込27,500円）
各講 15,000円（税込16,500円） 会場

損益計算書からわかる財務分析
貸借対照表からわかる財務分析

午前

午後

午 前 損益計算書からわかる財務分析 午 後 貸借対照表からわかる財務分析

オンライン
研修

望月公認会計士事務所
所長 望月 明彦 氏

経理・財務 中堅～経営者幹部まで。B/Sや、P/Lは読めるが分析をできるようになりたい方分野 対象

Zoomを活用した
WEB開催

人を育て、人を創り、人で勝負する企業づくり

経営支援センター 検 索



【午前】損益計算書からわかる財務分析
【午後】貸借対照表からわかる財務分析
※1日通しでの受講をオススメいたします

2022年10月26日（水）
①10時 ～ 13時 ②14時 ～ 17時
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お役職 ご芳名 参加希望 お役職 ご芳名 参加希望

① 午 前

午 後

③ 午 前

午 後

② 午 前

午 後

④ 午 前

午 後

お申込は、mail：info@k-shien.com もしくは FAX：03-4500-9660 に送信

お申込み・お支払い方法
１．お申込みについて
本申込用紙をメールもしくはFAXにてお送りください。

２．お支払について
申込後、ご請求書をお送りします。期日までにお振込お願い

いたします。

３．受講のキャンセルについて
セミナー開催日の前日17時までに、ご連絡ください。開催日
当日のキャンセルは、代理受講をお願いいたします。当日の代
理受講が不可能の場合は全額キャンセル料を申し受けます。

お申込み・お問合せ先
株式会社経営支援センター
〒102-0085
東京都千代田区六番町6-4 LH番町スクエア5F
電話：03-5877-2540 FAX：03-4500-9660
Eメール： info@k-shien.com HP：www.k-shien.com

オンラインを活用した社内研修も実施可能です。
ご希望の方は、お問い合わせの上、ご相談ください。

受講料について

申し込み後、オンライン研修受講までの流れ

STEP1
WEB会議アプリをダウンロード

オンライン研修は、ZOOMを使用します。
最新版のZOOMアプリのダウンロードを
お願いします。

STEP2
資料とURLをメールで送信

STEP3
セミナー当日、受講する

URL

研修で使用する資料と、受講のためのURL、
会議IDとパスワードをセミナー前日までに
メールで送付します。

セミナー当日、URLより会議IDとパスワー
ドを入力しログインください。
※20分前よりログイン可能です

WEB開催 経営支援センター 社員研修お申込書

１名様につき
１日 25,000 円 (税込27,500円)
各講 15,000 円 (税込16,500円)

N

受講申込書 ※下記に必要事項をご記入の上、FAXにて送信ください（電話： 03-5877-2540 担当：吉田、仲間）


